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　皆さん、こんにちは、齊木でございます。

　そもそもこのテーマ、私どもは社会保障のテーマの検討をずっとやっ

てまいりました。今もやっておりますが、社会保障が大変だということ

に異を唱える方はあまりいらっしゃらないかなと思います。医療の部分、

介護の部分、もちろん、年金の部分。財政だけをとっても、人材だけを

とっても、非常に大変だということは、恐らく皆さん一致するところか

なと思っております。

　ただ、社会保障というのは、一体どこに向かっていくための社会保障

なんだと考えますと、最期、まさにこのシンポジウムのタイトルの通り、最期に向かっていくためにど

う暮らしをつくっていくか、なのではないかなというふうに考えたときに、やはり最期というところを

真っ正面から考えてみようということをやらなければ、その手前にある医療や介護や年金の制度だけを
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あれこれ言っても仕方がないのではないか、というのが私たちの問題意識ということでございます。

　そして、一つ大きなこととして、看取りとか最期といいますと、皆様、お身内、ご親戚を見送られた

方は数多くいらっしゃると思うんですけれども、その死の間際、死の瞬間、あるいはその直前直後の１

週間、２週間だけではなくて、実は、そこに至る部分が長いのではないか。

　ここに書いてあるように、本当に最期の看取りのところだけを論じていても、実は、非常に視野狭窄

になってしまう。ふと考えますと、最期、看取ったときに、いい看取りだったねというような話をする

機会というのは、あまり言葉として日常用語ではないですね。いい人生だったね、いい暮らしができた

ね、なんていうふうな言葉にするのが普通の感覚、まさに暮らしなのではないかなと思っています。

　そういった意味では、今日、こういう企画でございますが、その最期の瞬間だけではなく、いかに暮

らすか、そこに向かっていっていかに暮らし切っていくか、というところまで観点を広げて考えていき

たい。冒頭から申し上げましたが、社会保障というところは当然このなかに入ってきますし、実は、社

会保障だけで生きているわけではありませんので、まさに住まいだったり、街づくりだったり、ひょっ

としたら、ご家族まで視野を広げれば、仕事だったり、それ以外の余暇の部分であったり、本当にすべ

ての暮らしが入ってくる。そういう意味では、社会保障だけという視野狭窄にならずに、視野を広げて、

時間、選択肢を広げて議論していきたいと考えております。

　私のパートは、最初に問題提起ということでございますが、何より2040年というところに設定をして

おりますので、では、2040年というのは一体どういう社会なんだということを、お詳しい方もいらっし

ゃるかもしれませんが、まずは確認をしてまいりたいと思います。
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　ここに描いておりますグラフは、75歳以上高齢者の推移、そして死亡数の推移でございます。言わず

もがな、75歳以上の高齢者、高齢者と言われる65歳以上のなかでもさらに高年齢の方の人数が増えてい

く。そして、2040年代に入りますと、死亡数の推計が最大になってくるということでございます。

　今が2018年、2040年と申しますと22年後ということになります。ざっくり推計の数字で見てまいりま

すと、計算の仕方によりますけれども、約３割内外ほど後期高齢者の数も増える。そして、死亡数もピ

ークと比べますと３割ぐらい増えていく。今から３割ぐらい増えていくんだとざっくり捉えていただく

と、まず一つイメージがしやすいのではないかなと思います。

　そして、介護ということを考えてまいりますと、当然、要介護の方も増えてまいります。よく言われ

ますように、単独世帯も増えていくということです。

　もう一つ、介護を誰に受けたいですかというのが左側の図表です。これは、当然、今のデータでござ

いますけれども、22年後でございますから、仮に平均余命が85歳前後ぐらいだとしますと、ちょうどこ

のグラフの55歳から64歳という回答の方々がまさに最期、介護あるいは療養を迎える時期ということに

なります。

　グラフをご覧いただきますと、当然、家族に介護をお願いしたいという方が一定数いる状況でござい

ます。とは言いながら、右のグラフと見比べますと、当然、世帯は小さくなっていく。ですから、これ

は言わずもがなでございますが、家族に見てもらいたいけれども、世帯は小さくなっていく。このあた

りをどうしていくかというのが、ここに、数字にあらわれている通りということでございます。
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　そしてもう一つ、これは供給側のお話でございますが、とくに医療や介護の人材の確保が難しいとい

うことは、本当に最近、メディアを常ににぎわしている話題でございます。ここのところを見ていきま

すと、就業者数全体が、現役の世代が減っていきますので、5,650万人までぐっと減っていく。一方で、

医療・介護・福祉の需要が増えますので、このままのトレンドでいけば、1,060万人程度まで増やして

いかなければいけない。

　この数字だけを見ていくのも大事なのですが、とくに括弧付きの隅括弧のところを見ていただきます

と、就業者数全体に占める医療・福祉の人の割合が約２割というような数字の推計になっています。働

く人の五人に一人が医療や介護や福祉に従事しているということですね。そんなイメージです。これ、

現実的には、今考えても、そんなに医療や介護・福祉に皆さん従事してしまったら、ほかに何をするの

か、ほかの産業部分の人口をどうするのか、という話が発生するわけでございます。

　ここまで悲観的な話が続いています。高齢の方が増えます、看取りの数も増えます、家族は支えてほ

しいけれども、家族の機能自体が狭まっていく、世帯が脆弱になっていく。さらに、働き手も減ってい

きます。医療・介護・福祉に割いている人材は本当に足りるのだろうか。こう考えていくと、非常に悲

観的になってしまうのですが、今日、せっかくこういう機会でございますので、ここから先、これを問

題と捉えずに、問題、問題と言うのではなくて、では、どうしていったらいいのか、少し前向きに視点

を切り換えていきたい。

　そのために、では、どういう観点で議論をしていったらいいだろうかという視点を三つほど、私のほ

うから提起させていただいて、私からのプレゼンテーションとさせていただければと思っております。
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　一つ目です。先ほど、暮らし方と申し上げましたが、そのイメージを、もちろん、今日お集まりの皆

さんを含め、国民全体に果たして伝えられているのだろうか。

　看取りといいますと、病院で看取る、在宅で看取る。死ぬ間際、最期の瞬間をどう迎えるか。これは、

皆さん、比較的想像がつきやすいですね。ところが、そのちょっと前の数年間を一体どういう暮らしを

するんだ。有料老人ホーム、特養みたいなところを使いましょう。でも、在宅も使いましょう。その間

というのは何があるのか、そのために使える社会資源というのはどんなものがあるのか、サービスはど

んなものがあるのか。

　もっと言いますと、一口にいろんな住まいがありますが、この会社とこの会社で何が違うんだろうか、

どこが違うのだろうか。こんなところのイメージがリアリティをもって湧いているだろうかという観点

でございます。

　一応前提としたデータを少しお伝えしますと、これもよくご存じの通り、日本は圧倒的に病院での死

亡が多い。歴史的に見ても、非常に病院での死亡が増えてきているということでございます。最近、有

料老人ホームなど、病院、自宅以外での死亡は増えていますけれども、やはり圧倒的に病院が多い。諸

外国と比較しても非常に病院が多い。これがまず日本の現状なんだということでございます。

　では、今、国民は何を考えているのか、というのが次のスライドでございます。

このなかで１番右から四つ目ほどのところが完全に自宅で療養したい、最期まで自宅で療養したいとい

うパーセンテージでございます。これは大体１割ぐらいでずっと推移してきます。ですから、極端な話

をすれば、自宅で最期まで、とにかく自宅で看取りまでいきたいんだという方々が約１割。先ほど、自
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宅での看取りが約１割ということですから、そういった意味では、自宅で最期まで、というところの願

いはかなえられているというふうな見方もできるのかもしれません。むしろ、これから考えるべきは、

真ん中の自宅や医療機関を組み合わせて、現実解として、どういうふうに療養を送っていくのか。この

組み合わせをどうするかということが、一つポイントになってきていると言っていいと思います。

　資料（P.6）にあるように、実際には病院で、というふうに現実解を考えている方々が多いのは事実

です。そういった意味で、病院での最期ということが引っ張られているというのは非常に日本の特徴で

あり、日本の非常に特筆すべき現状であるということでございます。ただ、いろいろ悩んでいるという

のは、実は、日本だけではないです。まさに世界のなかで１番フロントラインにある課題なんだ、とい

うことです。

　まとめますと、とくに医療機関や自宅という、この環境を組み合わせながら、最後の時期をどう暮ら

していくのか。これは世界的にもまだ誰も答えを見出せてない課題と言っていいのかもしれません。以

上が一つ目、イメージを持たせられますか、とくに組み合わせのイメージを持たせられますか、という

お話を差し上げました。

　視点の二つ目として、では、組み合わせといったときに、どう組み合わせていくか。その組み合わせ

方あるいは組み合わせの伝え方をどうしていくか。お詳しい方はご存じかもしれませんけれども、例え

ば介護保険のサービスは、今、もう数10種類です。20を超えて、地域密着型のものも含めると、もう30

種類近くございます。これを全部さらさらっと言える方は、多分、介護関係者でもあまり多くないので
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はないかなというぐらい、本当に数が増えています。

　何を言いたいかといいますと、それだけのものを見せられても、一体これをどう考えていったらいい

んですか。例えて言うなら、パソコンを買うときにパーツショップに行って、いろんなパーツがずらー

っと並んでいます。はい、どうぞ、自分に合うようにつくってください、と言われても選べないですね。

大体こういう組み合わせだとこういう方向性、方針がありますよ、というのをある程度組み合わせて、

そして、そのなかでじっくりとどこの方向性を私は選びたいんだ、家族は選びたいんだ、というふうに

考える余力、余地をつくっていく時期に来ているのではないか、ということを一つ視点としては投げか

けさせていただければと思っています。

　イメージ図で描いておりますが、ここの組み合わせは、例えば医療として何を使い、介護として何を

使い、住まいとしてどれを使い、こういう組み合わせを申し上げているところでございます。皆さんも、

もし自分が、あるいは家族が、親戚がといったときに、大体どういうふうな組み合わせでいくと最後の

時期を過ごしていけるか、イメージが湧きますか、そういうことでございます。

　実際、申し上げた通り、何10種類もあります。本当にいろんな用語があります。住まい系のサービス

だけでも非常に多くの種類があります。そして、医療でも、在宅医療と一口に言っても、いろんなタイ

プの診療所、病院があります。当然、介護サービスもいろんなものがあります。国共通のものから、地

域密着型のものから、サービス種別だけでも違うのに、その種別のなかにさらにいろんな事業者さんが

いる。

　これを選べると言えば聞こえはいいのですが、それだけ大量のものから本当に選び切れるのだろうか。
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もっと言うと、数が多過ぎるあまりに自分で主体的に考えて選ぶということをもはや放棄してはいませ

んか、といったところも一つ問題意識として持っておく必要があるのかもしれません。

　実際、過去、調査で見ていきますと、在宅を、自宅を選びたいという方の割合は約半数。さらに、そ

のなかでも介護を主にしていくのか、家族介護によるケアを重視していくのか、きれいに割れてきてい

る。つまり、それだけ、皆さん、考え方は割れている。この考え方が割れているところにどういう組み

合わせで提案をしていけるのか。こういう暮らし方をしていったらいいんじゃないですか、というサー

ビスがどういうふうに提案できるのか。ここは一つ大きな視点になるのではないかということでござい

ます。

　最後にもう一つだけ、イメージが湧かないから敬遠しているんじゃないですか、というふうに思い切

って書いていますけれども、いろんな調査はありますが、大体医療・介護、看護も含めて、こういった

部分にかかわっている方のほうが、まだ一般国民よりも自宅での最期までの療養は実現可能と答える割

合が多い。

　これをどう見るか。最期は自分で何とかする、という自信のあらわれと見ることもできるかもしれま

せんが、一つは、どういうサービスがあり、何を選ぶと何ができて、逆に何ができなくて、だから、何

をするのかという、このリアリティの度合いが一般国民と経験者で違うということがある。仮にそうだ

とするならば、もっとわかりやすく伝えていく工夫、あるいはわかりやすく伝えられるように、サービ

スの組み合わせ、もっと言うと、制度の組み合わせ自体を再構築していく時期に来ているのではありま

せんか、ということを一つ問題提起として投げかけさせていただきたいと思います。
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　そして、最後、３点目の視点でございますが、今日、多くは企業関係者の方もお集まりです。なかに

は人事の担当の方も多くいらっしゃると思います。最近、やはり看護・介護・看取り、あるいはそれで

の離職も含めて、非常に社員の方が看護・介護にかかわるというところを肌身に感じて、ふだん過ごし

ていらっしゃるのではないかと思います。

　このデータ自体は、現在働いている人のなかで介護をしている人がどのぐらいいるかというデータで

ございます。実際、この裏に10万人と言われる、年間で離職して介護をやることになってしまっている

方々がさらにいるという状況です。

　現時点での数字なのですが、冒頭に1.3倍、約３割増しぐらいになる、ざっくり捉えてくださいと申

し上げました。とすると、非常にざっくり計算をしていくと、働きながら介護をしている方がこの数字

の３割増しになる。非常に算数的な発想ですけれども、そういうことでございます。

　ただ、現実的に考えると、下にお子さんが複数名いらっしゃったりとか、ご夫婦で共働きだったりす

ると、介護が必要な方、療養が必要な方が一人いれば、その周りに二人、三人、現実的には２点何人と

か３点何人だと思いますけれども、増えていくと考えれば、３割増しどころか、４割増し、５割増しと

いうふうなインパクトで増えてくるというのが、実際です。

　では、それはもう自分で何とかしてください。最悪、行政で何とかしてください、と言っていいのだ

ろうか。企業は何かできるのではないかということが、最後、訴えたい視点でございます。

　勤務先に対して相談とか情報提供とか情報収集をしているのか、というのがこのデータでございまし

て、勤務先というのは極めて少ないです。実は、これ以外にもいろんな調査がございまして、やはりま
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だ勤務先に介護あるいは療養の話をすると、人事上あるいは査定上、非常にマイナスなのではないかと

いう恐れを感じるという方は、実際のデータでも、まだまだ多くあるのは事実です。

　さらに言えば、先ほど看取りに向かっていく暮らし方ということを申し上げました。今日、お話があ

るかもしれませんが、在宅あるいは療養を専門にやっていらっしゃる先生方のお話を聞きますと、大体

来週ぐらいだね、あと大体１カ月ぐらいだね、だから、最後の時間を家族みんな集まってゆっくり過ご

してください、なんてことをおっしゃられます。

　想像をたくましくすれば、「すみません、来月ぐらいに、あるいは来週ぐらいにそろそろ看取りだと

思うので、来週１週間、休みをとります」、と言ったら、職場的には、結構びっくりされますよね。こ

れは周りの職場環境、チーム、あるいは会社から見てどうなんだ。でも、こういうことがある意味では

普通になっていく、自然になっていくような企業環境、職場環境をつくっていかないといけないと思い

ます。３割増し、４割増しになっていった先に、本当にゆっくり過ごす、人々のバタバタバターッとし

たああいう仕事の環境ではなくて、ゆっくりとした時間を過ごせるようにするにはどうしたらいいか。

　こういう意味では、企業ができること、職場ができることはまだまだあるのではないですか、という

のを３点目にお伝えしたところでございます。

　今日、私のパートは視点の提起ということで、一つ目がイメージを伝えられているか。二つ目が、関

連しますが、サービスの組み合わせということを考えたときに、今、細かくなり過ぎている。これは、

制度の見直しも含めて考えるべきときに来ていませんか。最後に、企業として、あるいは職場としてで

きることはありませんか、ということを申し上げました。
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　もう一つ最後に、ちょっと蛇足的でございますが、このテーマを考えていくときに大事なこと、最期

の看取りというのは、極めて個人的なお話、家族の意向によるところでございます。ですから、決めつ

けた議論、拙速な議論はしないほうがいい。さらに言うと、家族や本人の意向も時期とともに変化しま

す。恐らくこの後のお話もあるかもしれませんが、最初、こう言っていたのが、ちょっと時間がたつと

ともに変わっていくなんていうことはあります。こういった変化を受け入れていくというのは、一つ大

事なアプローチなのではないか。

　もう一つは、試行錯誤を反映できていくようにする。今日、まさに、この後ご登壇いただく皆様方は

現場で多くのことをやられています。この試行錯誤から生まれてきた知見、考え、アイデア、これをで

きるだけ取り入れながら変化させていくような仕掛け。これは、ついつい社会保障という大きな制度に

してしまうと硬直的になってしまうわけですが、これを試行錯誤していけるような、そういう少し包括

的な仕組みを考えていくというのも制度を考えていくうえでは大事かもしれませんねということを、一

つこれから考えるアプローチとして提起させていただきまして、まずは冒頭、私からのプレゼンテーシ

ョンとさせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。（拍手）
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